
IGI国際セミナー（SIP・NTNUシリーズ2）

在宅勤務が仕事と家庭内のジェンダー規範に与える影響を、ノルウェー

での調査結果から考える

コロナウィルス感染症の世界的流行をきっかけに広がった、ICT技術を活用し

た在宅勤務の導入は、ワーク・ライフ・バランスを変化させ、仕事と家庭の境

界をあいまいにしています。新しい働き方合わせたワーク・ライフ・バランス

についての理解は、日本の職場と家庭におけるジェンダー平等およびD&I実現

の鍵となり得るでしょう。

オスロ・メトロポリタン大学
シニア・リサーチャー

タニア・ノールベルグ Tanja Nordberg

【主催】 ジェンダード・イノベーション研究所（IGI）、お茶大SIPプロジェクト、お茶大-NTNUプロジェクト

【問合】 お茶の水女子大学SIP事業事務局 ocha-sip3@cc.ocha.ac.jp

2024年 8月 7日(水) 9:30～10:30

対象：一般公開（参加費無料）

方式：オンライン（Zoom)

参加登録フォーム

本セミナーでは、オスロ・メトロポリタン大学のタニア・ノールベルグ

博士をお迎えし、欧州で実施されている在宅勤務に関する最新の

研究について伺います。

言語：英日（逐次通訳あり)
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